
【資料６】

区分 基本方針 施策の柱 担当課 【H28年度の取り組み】 H28年度の執行状況 H29年度の事業方針（予定）

1-1 （１）学力の向上

・特色ある学校経営と創意ある教育課程の編成に努め、各
教科及び総合的な学習の時間や特別活動において、多様
な体験活動を推進します。
・校長、教頭、教務主任、若年層教員の研修会や、茂原市
教育研究協議会の研修において、自己の課題意識に基づ
いた自主的な研修を進め、教員の資質向上を図ります。
・一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実
に努めます。
・小中学校の適正規模の維持を図るため、適正配置につ
いて検討します。

・茂原小学校における小学校外国語の全校実施、南中学校
のＩＣＴ活用など、各学校が工夫した教育課程を編成するとと
もに、その成果を公開研究会等で他の学校とも共有した。
・茂原市について学ぶ「茂原学」をはじめ、総合的な学習の時
間や特別活動の時間に稲作や伝統工芸、また、地域との交
流や職場体験等、多様な体験活動を推進した。
・教務主任研修会、若年層研修等、職種や経験年数に応じた
研修を実施し、資質の向上を図った。
・合理的配慮の合意形成や個別の教育支援計画の作成によ
る指導体制の整備を図った。
・10月から学校再編計画審議会で学校再編計画の基本方針
の作成を進める。

・特色ある学校経営とカリキュラム・
マネジメントの推進に努め、多様な
体験活動や言語活動の推進を図
る。
・校長、教頭、教務主任、若年層教
員の研修会や、茂原市教育研究協
議会の研修において、自己の課題
意識に基づいた自主的な研修を進
め、資質の向上を図るとともに、小
学校教員の英語の指導力向上を目
指す。
・一人一人の教育的ニーズに応じた
特別支援教育の充実に向けた校内
体制の整備や教員の指導力向上に
努める。
・小中学校の適正規模の維持を図
るため、適正配置について計画を推
進する。

1-2 （２）幼児教育・保育の充実

・基礎的な能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊か
な人間性を培う教育の推進に努めます。
・小学校への円滑な接続を図るための、幼小連携の体制
づくりを推進します。
・幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進
に努めます。
・幼稚園の適正規模基準を定めるとともに４園の適正化に
ついて検討します。

・公立、私立幼稚園とも幼稚園教育要領により、豊かな人間
性を培う教育を行っている。
・幼保小連絡会議を11月に開催し、連携を密にした体制づくり
に努める。
・幼保連絡協議会により、実技講習会を8月に開催した。1月
に講演会を開催する。
・8月に公立保育所・幼稚園整備計画を策定し、４園の適正化
を決定した。

・引き続き、幼児教育・保育の充実
を図る。
・「公立保育所・幼稚園整備計画」に
基づき4園の適正化を図る。

1-3 （３）読書活動の推進
学校教育課
生涯学習課

・本に親しむ意欲と態度を育成する読書活動の充実に努め
ます。
・学校司書の配置を段階的に進め、図書館と連携を図りな
がら、読書環境づくりに努めます。
・学校図書館活動の推進に向けて、司書教諭等を対象にし
た勉強会や情報交換の場として「学校図書館･市立図書館
連絡会議」を開催します。
・「（仮称）茂原市子ども読書活動推進会議」を設置し、第三
次計画の進捗状況を点検すると共に、未達成な施策等に
対策を講じます。

・地方創生加速化交付金を活用し、学校に図書館司書を配置
した。
・学校図書館関係者と市立図書館職員による連絡協議会を
10月に開催し、学校図書館活動推進のため情報交換等を実
施する。
・「茂原市子ども読書活動推進会議」を6/14開催し、幼保、小
中学校、図書館代表等により意見交換を実施した。年度末に
もう一度開催し、計画の推進状況を点検する。

・次期３か年計画に基づき、学校司
書を配置する。
・「学校図書館・市立図書館連絡協
議会」及び「茂原市子ども読書活動
推進会議」を定期的に開催し、関係
機関が連携し、子ども読書活動の
推進に努める。

茂原市教育施策の大綱のH28執行状況及びH29事業方針

１　社会を
生き抜く力

の育成

学校教育課
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【資料６】

区分 基本方針 施策の柱 担当課 【H28年度の取り組み】 H28年度の執行状況 H29年度の事業方針（予定）

茂原市教育施策の大綱のH28執行状況及びH29事業方針

1-4 （４）国際理解教育の推進

・小学校における英語の教科化に備え、ＥＬＴ配置時間の
拡充など、指導の充実に努めます。
・中学生等海外派遣事業では、中学生２８名、教員等３名
の計３１名を、姉妹都市オーストラリア・ソルズベリー市に
派遣します。

・ＥＬＴ業務委託業者を選定するプロポーザルを実施。小学校
における英語の教科化にむけ、小学校教諭の指導力の向上
に努めた。
・8/3～8/12の10日間、中学生28名教員等3名計31名を姉妹
都市ソルズベリー市に派遣した。

・次期３か年計画に基づき、ELTを
配置する。
・継続して実施する。

2-1
（１）いじめ・暴力行為等の
問題への取り組みの徹底

・いじめに対応する校内委員会を活用し、いじめの未然防
止・早期発見・早期対応に努めます。
・関係機関との連携を図り、協力していじめへの対応を図り
ます。

・隔週から月1回の定例会議及び必要に応じて臨時会議を開
催し、職員間での共通理解を図り、未然防止、早期発見、早
期対応に努めた。
・青少年指導センター、教育事務所相談室等との連携を図っ
た。

・各学校が作成している「いじめ防
止対策基本方針」の年度ごとの見
直しを徹底させ、実態に即した対応
に努める。
・連携の体制を継続する。

2-2 （２）道徳教育の推進

・若年層教員を中心に、道徳の指導法に関する実践的な
研修を位置づけ、指導力の向上に努めます。
・全教育活動を通じて、豊かな人間関係づくりのためのコ
ミュニケーション能力の育成に努めます。

・教職経験7年目までの教員を対象に「若年層教員育成研修」
を実施し、教育事務所の指導主事による研修を実施した。
・豊かな人間関係づくりプログラムの実施を促した。

・実施状況を把握したうえで、継続し
て実施する。

2-3
（３）学校・地域・家庭が一
体となった教育の推進

学校教育課
生涯学習課

・夏休み子ども教室を開催し、地域ボランティアの積極的な
活用により地域教育力の充実を図ります。
・各学校に登録しているボランティアの協力をあおぎ、交通
安全対策や体験学習の充実を図ります。

・ボランティア保険に加入し、学校支援ボランティアの下校時
のパトロール等の活動を支援した。
・夏休み子ども教室（5教室、延参加児童814人、ボランティア
延人数２１５人）を開催

・引き続き、地域ボランティアの活用
を図り、５か所で夏休み子ども教室
を開催する。
・夏休み子ども教室実施校の拡充
に向け、学校の選定を行う。

１　社会を
生き抜く力

の育成

学校教育課

２　心を育
む人間教育

の推進
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【資料６】

区分 基本方針 施策の柱 担当課 【H28年度の取り組み】 H28年度の執行状況 H29年度の事業方針（予定）

茂原市教育施策の大綱のH28執行状況及びH29事業方針

2-4
（４）青少年の健全育成と
家庭教育の充実

生涯学習課
青少年指導ｾ
ﾝﾀｰ

・青少年育成茂原市民会議、青少年相談員、子ども会等の
活動を支援し、青少年の健全育成体制の充実に努めま
す。
・子ども会、子どもセンター等の活動を通して、青少年の奉
仕活動・体験活動の推進に努めます。
・家庭教育の充実を図るため、学習する機会を提供し、拡
充に努めます。
・青少年が集まりやすい場所の巡回を強化し、関係機関と
情報を共有しながら非行の防止や早期発見に努めます。
・しおりや広報紙の配付を通して、相談しやすい窓口となる
ように啓発活動に努めます。
・インターネット上にひそむ危険性の理解と有害情報から身
を守る方法の普及を図り、事故防止に努めます。

・関係５団体に対し補助金を交付し、各種事業（少年の主張大
会、ジャンピング大会、グラウンドゴルフ大会、つつじマラソン
大会、わくわく研修、キャンプ研修、新年交歓会、キャンプや
ハイキング、自然体験学習、イベント情報紙発行、工作教室、
夏休み子ども教室や自然科学実験ほか）を開催。
・子どもの発達段階に対応した家庭教育学級を実施（子育て
講座（就学時）、幼児期家庭教育学級（3歳児）、家庭教育学
級（4幼稚園・14小学校））を実施。
・８月末現在１７６回の巡回で１５３人補導し、関係機関と情報
の共有に努める。相談窓口周知のため広報紙「くす」に毎月
掲載、７月よりメールでの相談を開始、しおりを市内児童・生
徒へ１０月に配付、リーフレット「ケイタイ＆スマホ安全に使う
ために」を５月に市内児童・生徒へ配付を実施した。

・引き続き、関係団体に対し補助金
を交付し、各種事業を実施する。
・引き続き、子どもの発達段階に対
応した家庭教育学級を実施する。
・情報収集に努め、情報を活用した
きめ細かな補導活動を実施する。
・相談体制を整え相談活動をより充
実する。
・ネットパトロールを実施する。

2-5 （５）セーフティネットの構築 学校教育課

・心の教室相談員による相談活動の充実を図るとともに、
小学校におけるスクールカウンセラー配置校の拡充のため
に関係機関との協議を進めます。
・校内の相談窓口の周知や意見箱の活用、定期的なアン
ケート調査や教育相談により、いじめの未然防止・早期発
見・早期対応に努めます。

・心の教室相談員やスクールカウンセラーの積極的活用や未
配置の小学校における中学校区でのスクールカウンセラーの
活用を呼びかけた。
・学校いじめ防止基本方針の周知、組織や計画の見直し、定
期的なアンケートの実施回数や内容の検討を呼びかけ、いじ
めの未然防止及び、より早期のいじめの発見について徹底を
図った。

・心の教室相談員やスクールカウン
セラーによる相談活動の充実を図る
とともに、小学校におけるスクール
カウンセラー配置校の拡充のため
に関係機関との協議を進める。
・いじめの根絶のために、学校いじ
め防止基本方針の見直しと家庭や
地域への周知を図る。
・校内の相談窓口の周知や意見箱
の活用、定期的なアンケート調査や
教育相談、生活ノートの活用などに
より、いじめの未然防止・早期発見・
早期対応に努める。

２　心を育
む人間教育

の推進
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【資料６】

区分 基本方針 施策の柱 担当課 【H28年度の取り組み】 H28年度の執行状況 H29年度の事業方針（予定）

茂原市教育施策の大綱のH28執行状況及びH29事業方針

3-1
（１）芸術文化の創造と個
性の伸長

・茂原市文化協会の活動を広く周知するための広報活動を
強化するなど組織の充実を図ります。また、多くの市民が
参加できるよう実行委員会主体による文化祭を開催しま
す。
・歌舞伎、能・狂言、文楽などの鑑賞会や小中学生の音楽
鑑賞教室を開催し、芸術文化に触れる機会を提供します。
・市民に上質な映画を提供し、地域における文化活動の活
性化を図ります。
・公民館まつり等を開催し、日頃の文化活動の発表の場を
確保するととも
に、市民に文化活動の情報を提供します。
・美術館では、「林功 日本画展」をはじめとした優れた美術
品を展示する年８回の収蔵品展の開催と、市民美術展、小
中学校作品展等の年１８団体の展覧会の開催により、鑑賞
と発表の機会を提供します。

・茂原市文化協会1団体新規加盟　計25団体
・茂原市文化協会広報紙発行
・第65回茂原市文化祭開催（10/30～12/14）
・芸術鑑賞会、ミュージカル（8/9、8/12）文楽（9/7）能・狂言
（10/5）歌舞伎（H29/1/12、1/17）
・小中学校音楽鑑賞教室（冨士見中、茂原中、西陵中、東郷
小、豊田小、茂原小、本納小）
・美術館では「林功 日本画展」他、収蔵品展を順次開催。
・年18団体の共催展示を順次開催。

・茂原市文化協会会報発行
・第66回茂原市文化祭開催
・芸術鑑賞会、ミュージカル、歌舞伎
など
・小中学校音楽鑑賞教室（南中、本
納中、二宮小、西小、五郷小、萩原
小、豊岡小）
・美術館では収蔵展、共催展示を開
催

3-2
（２）いつでも・どこでも・だ
れでも学べる場の提供

・「城西国際大学公開講座」「市民カレッジ」等の開催によ
り、地域にいながらにして新しい知識を得られる機会の提
供に努めます。
・市民の要望に応じて、地域社会の一員として生活するた
めに必要な知識や情報を提供する「職員出前講座」の普及
を図ります。
・多様なニーズにあった主催教室を開催し、市民の学習意
欲に応え教養および健康福祉の向上を図ります。
・美術館･郷土資料館では、美術実技講座、小学生講座、
歴史セミナー、古文書講座等を随時開催し、作品を創り上
げる機会や歴史を学ぶ機会の提供に努めます。

・城西国際公開講座を開催（前期　テーマ「高齢者と健康」、講
師：看護学部教授等　6/4、6/11、6/25、後期　「第一次世界
大戦とは何だったのかー100年後から考えるー」、講師：国際
人文学部教授等　9/10、10/8、10/22
・市民カレッジ（全７回）を開催。
・出前講座の実施：市民の学習機会の拡大を図るため、、市
政に関する情報を56タイトル用意し提供している。9/15現在
22件の申込み。
・美術館・郷土資料館では小学生講座、洋画講座など年4回
の美術実技講座、郷土実技講座｢カヤカヤ馬を作る｣、歴史セ
ミナー年2回、古文書講座年9回を順次開催。

・引き続き、「城西国際大学公開講
座」「市民カレッジ」等を開催し、多
様な学習機会の提供に努める。
・出前講座を普及させ、学習機会の
拡大を図り、市政の情報の提供を
促進する。
・美術館･郷土資料館では、美術実
技講座、郷土資料館実技講座、歴
史セミナー、古文書講座を開催。

3-3
（３）変化の激しい時代を生
き抜く生涯を通した学習支
援

生涯学習課

・第２次茂原市生涯学習推進計画に基づき、生涯学習推進
協議会を活用し全庁的な推進体制の充実を図ります。
・国・各自治体の施設や関連機関等と連携を図り、市民の
多様化するニーズに対応できるよう協力体制を整備しま
す。
・生涯学習情報紙「ハロータウン」、生涯学習ハンドブック等
により生涯学習に関する情報提供に努めます。
・生涯学習を担う指導者の確保と周知に努めます。

・全庁的に実施している生涯学習事業を「生涯学習事業実施
報告書」として作成し、生涯学習推進協議会において意見を
聞きながら生涯学習の充実を図った。生涯学習推進協議会
9/30、２月開催
・ハロータウン年３回（7/1号、10/1号、1/15号）発行
・講座、教室を対象別に見る情報ガイド「平成28年度生涯学
習ガイドブック」発行。
・生涯学習を担う講師について登録してもらい、平成27年に作
成した「講師名簿」を平成28年４月に更新し、要望に応じ紹
介。

・引き続き、全庁で実施している生
涯学習事業を実施報告書にまと
め、全庁的な推進体制の充実を図
る。
・生涯学習情報紙のハロータウン年
３回発行と、生涯学習ガイドブックを
作成し、情報提供に努める。
・指導者の確保に向け、講師登録と
講師名簿の活用を図る。

３　芸術・文
化・スポー
ツの振興

生涯学習課、
中央公民館、
美術館、
東部台
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【資料６】

区分 基本方針 施策の柱 担当課 【H28年度の取り組み】 H28年度の執行状況 H29年度の事業方針（予定）

茂原市教育施策の大綱のH28執行状況及びH29事業方針

3-4 （４）スポーツ環境の充実

・市民体育館等の整備・充実に努めます。
・教育活動に支障の無い範囲で学校施設を地域に解放し、
スポーツ・レクリエーションの普及を図ります。

・利用者が安全かつ快適に利用できるように必要な備品を購
入するとともに、施設の補修に努めた。（卓球台を１０台購入
予定）
・学校施設は、バレーボール、バスケットボール、サッカー、ミ
ニバス等の利用を推進。

・引き続き、利用者が安全で快適に
利用できるように備品及び施設の
整備努める。
・引き続き、学校施設を開放し、ス
ポーツレクリエーションの普及に努
める。

3-5
（５）スポーツ・レクリエー
ションの普及

・生涯スポーツを通じて市民の健康づくり、体力づくりを推
進するため、タッチバレーボールの普及に努めます。
・総合型地域スポーツクラブの創設に向け、検討委員会を
立ち上げます。

・教室や講習会を開催し、タッチバレーボールの普及に努め
た。７月３日には第２回大会開催した。（１４８ﾁｰﾑ、７２８人の
参加）
・設立検討委員会を立ち上げ、本市の実情に適したクラブの
設立について検討する。

・引き続き、市民の健康づくり、体力
づくりを推進するため、タッチバレー
ボールをはじめ、生涯スポーツの普
及に努める。
・本市の実情に適したクラブの設立
計画を作成する。
・住民主体による準備委員会を立ち
上げ、モデル地区の総合型地域ス
ポーツクラブを設立する。

4-1 （１）地域を担う人材の育成
学校教育課
生涯学習課

・児童生徒の発達段階に応じて、茂原市の歴史・伝統文
化・産業・自然環境等の内容を社会科を中心とした学習に
位置づけます。
・小学校６年で職場見学、中学校２年で職場体験を実施し
ます。
・婦人会や子ども会等の社会教育関係団体の活動支援に
努め、各団体を育成するとともに、指導者講習会や婦人学
級研修会を開催し、指導者の発掘、育成を図ります。
・経済的理由により修学の困難な方に対して、必要な奨学
資金を貸付することで有為な人材の育成に努めます。

・社会科を中心に「私たちの茂原」を活用し、郷土茂原につい
ての理解を図った。
・キャリア教育の一貫として、地域の事業所等の協力を得な
がら、職場見学、職場体験を実施。
・関係４団体に対し補助金を交付し、活動（わくわく研修、キャ
ンプ研修、新年交歓会、七夕おどり、バザー、地区別研修、講
演会、研修、キャンプ、ハイキング、奉仕活動、子ども会育成
者向けの講習会、婦人学級等）を強化。

・継続して実施する。
・引き続き、関係団体に対し補助金
を交付し、活動強化を図る。
・指導者講習会や婦人学級研修会
を開催する。

4-2
（２）安全・安心な教育環境
の確保

教育総務課
生涯学習課
学校教育課

・学校施設の整備・修繕等を行い施設の安全性の確保を
図ります。
・本納公民館・本納支所複合施設の整備を進めるなど、社
会教育・文化施設の適切な整備・維持管理に努めるととも
に、設備等の充実を図ります。
・関係機関と協力し通学路の安全確保を図ります。
・安全・安心な給食を提供するため給食調理場の移転改築
を検討します。

・学校の施設整備・修繕は緊急性等を考慮しつつ整備に努め
た。9月議会で工事費等を補正した。
・複合施設基本設計及び実施設計実施。来年３月本体工事
着手。
・8月に通学路安全推進会議を開催し、合同点検を行った。
・調理場の建設用地購入。

・引き続き学校施設の整備を図る。
次期３か年計画に基づき、トイレ改
修を実施予定
・複合施設建設。H30.2完成予定
・社会教育・文化施設は、適宜修繕
を実施し、利用者に快適な活動場
所を提供する。
・継続して、通学路の合同点検を行
う。
・給食調理場：設計・工事契約予定

４　茂原を
愛する心の
育成

３　芸術・文
化・スポー
ツの振興

体育課
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【資料６】

区分 基本方針 施策の柱 担当課 【H28年度の取り組み】 H28年度の執行状況 H29年度の事業方針（予定）

茂原市教育施策の大綱のH28執行状況及びH29事業方針

4-3
（３）文化財・伝統文化の維
持、保存、活用の推進

生涯学習課
美術館

・市内に現存する貴重な文化財を指定文化財として指定
し、保護保存していきます。
・郷土芸能発表会を開催し、多くの市民に伝統芸能保存団
体の活動の周知を図ります。
・郷土資料館の常設展示の他、「房総の先覚者」をはじめと
する年３回のテーマ展等を開催し、郷土愛の育成に努めま
す。
・市史編纂事業の４年目となる本年度からは、市史編纂委
員の選任と委員会を開催し、市史発刊に向けてより具体的
に進めてまいります。

・市指定文化財2件指定検討中
・郷土芸能発表会開催（7/30）
・郷土資料館常設展示の他、「房総の先覚者」をはじめとする
年３回のテーマ展を順次開催。
・市史編纂事業は、市史編纂準備委員会の開催と基礎調査
の継続し、市史発刊への準備を進行中。

・市指定文化財指定検討
・郷土芸能発表会開催（七夕まつり
期間中）
・郷土資料館常設展示、テーマ展の
開催
・市史編纂委員会の開催、基礎調
査の継続

4-4
（４）学校・家庭・地域連携
によるコミュニティーの形成

学校教育課

・学校・家庭・地域が連携し、授業や学校行事への協力、
地域行事への児童生徒の積極的な参加を通して、地域ぐ
るみで児童生徒を育てるよう努めます。

・ＰＴＡや青少年育成茂原市民会議、自治会、社会福祉協議
会等との連携、地域の美化活動や事業所への訪問等の学校
からの働きかけを通して、地域ぐるみでの児童生徒の健全育
成を推進した。
・茂原市ＰＴＡ常任委員会で、各学校のＰＴＡの活動内容につ
いての情報交換を行った。

・関係諸団体を中心として、学校・家
庭・地域が連携し、保護者や地域住
民の授業や学校行事への協力、地
域行事への児童生徒の積極的な参
加を通して、地域ぐるみで児童生徒
を育てるよう努める。

４　茂原を
愛する心の
育成
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